
 

【郵便局等の公的地域基盤連携推進事業】青森市水道部営業課 担当：課長 中西、主幹 原木 

                   TEL：017-734-4281 FAX：017-774-4936 

【学校におけるフッ化物洗口支援事業】 青森市教育委員会事務局学務課 担当：主査 小野寺、主幹 山田 

TEL：017-718-1399 FAX：017-718-2056 

【書かない窓口】           青森市市民部行政情報センター市民課 担当：主幹 今本、主査 工藤                 

TEL：017-734-5239 FAX：017-734-5236 

令和 6年 9月 20 日 

青森市水道部営業課長・教育委員会事務局学務課長・市民部行政情報センター市民課長 

子育て先進都市・ＤＸ先進都市を目指した新たな取組がスタート        

～10 月1 日(火)市長視察日程～ 

 

「みんなで未来を育てるまち」の実現に向け、人口減少、特に少子化に立ち向かい、将来にわたっ

て活力ある地方都市としてあり続けるため、「子育て先進都市 青森市」「ＤＸ先進都市 青森市」を

目指した取組を強力に推進しており、10 月 1 日からスタートする新たな取組について市長が視察・

体験いたしますので取材・報道をお願いします。 
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郵便局等の公的地域基盤連携推進事業 

青森中央郵便局において郵便集配業務の中で郵便局の配達車両に受信機を搭載し、対象地域付 

近を走行することで水道検針のデータ収集を行う「ドライブ・バイを活用した配達車両による寒冷地

でのスマート水道検針」に関する実証事業を開始します。 

（1）日時  令和 6 年 10 月 1 日(火) 午前 8 時 30 分から 9 時 00 分まで 

（2）場所  本庁舎 1 階南側出入口前 

（3）出席者 市長、総務省東北総合通信局長、日本郵便株式会社常務執行役員東北支社長、 

株式会社インフラプラス代表取締役社長グループＣＥＯほか 

 

学校におけるフッ化物洗口支援事業 

市立小・中学校の児童生徒のむし歯予防及び健康意識の向上を図るため、市立小学校 1 年生から中

学校 3 年生までの児童生徒に対し、学校における集団フッ化物洗口を開始します。 

（1）日時  令和 6 年 10 月 1 日(火) 午前 9 時 15 分から 9 時 45 分まで 

（2）場所  青森市立浜田小学校内 

（3）出席者 市長、教育委員会委員、一般社団法人青森市歯科医師会 

 

書かない窓口 

これまで申請書の発行のために記入いただいていた申請書などについて、マイナンバーカードなど

の本人確認書類の情報を読み取ることにより、一部の項目の記入を省略し、手続を簡単・スムーズに

するサービス「書かない窓口」の運用を開始します。 

（1）日時  令和 6 年 10 月 1 日(火) 午前 10 時 00 分から 10 時 15 分まで 

（2）場所  駅前庁舎 1 階市民課 

（3）出席者 市長 

※市長がマイナンバーカードを用いて書かない窓口で住民票を取得するデモンストレーションを行

います。 

 

その他 

上記に係る事業概要等については添付資料のとおりです。 

また、当該視察・体験等に係る市長への囲み取材については、上記書かない窓口の視察・体験終了

後、駅前庁舎 1 階「駅前スクエア」にて実施予定です。 



【実証地域】青森県青森市 【実証期間】令和６年10月1日（火）～10月31日（木）、令和７年1月15日（水）～2月28日（金） 予定

ドライブ・バイを活用した配達車両による寒冷地でのスマート水道検針（青森市）

郵便局の配達車両に無線通信機を搭載し、各世帯に設置されたスマート水道メーターからの検針情報を個別に受信する実証を積雪の多
い寒冷地で行う。

【地域課題】
人口減少に伴い水道検針における検針業務の担い手不足が全国的な課題となっている。
また、寒冷地においては担い手不足に加えて冬期間、積雪等により現地での検針が困難となるため、検針自体を行えず見積水量での料
金収受にならざるを得ない場合がある。

寒冷地においても配達ネットワークを有する日本郵便が、通常業務である配達作業に影響を与えな
い形で郵便車両を活用し検針値情報を受信することで、これまで検針値が読み取れなかった場所・
状況（積雪や障害物がある・敷地に入れない等）下での検針を可能とする。

また、正確な使用量を適時に把握する等、地域における検針の省力化・効率化を図る。

ポイント

【実証内容】

郵便局

• 無線通信機を配達車両につけて走行

• スマート水道メーターからの検針値情
報を受信

⇒積雪の多い地域での耐用性を検証

検針データの提供

• 目視で検針値を読み取れない場所・
季節も検針可能

• 検針に係る人的負担を軽減

自治体

 受信した検針情報
を集計

 水道メーター毎に
利用水量を明示

 配達車両の走行タ
イミング毎に利用水
量データが蓄積

別紙
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報道関係各位 

令和６年９月 20 日 

総 務 省 
 

郵便局等の公的地域基盤連携推進事業 

「ドライブ・バイを活用した配達車両による寒冷地でのスマート水道検針」に 

関する実証事業開始セレモニーの概要 
 

 

この度、10 月１日（火）より、青森県青森市の青森中央郵便局において郵便集配業務の中で郵便局の

配達車両に受信機を搭載し、対象地域付近を走行することで水道検針のデータ収集を行う実証事業を開

始します。（別紙参照） 

これに伴い、以下のとおり本実証事業開始セレモニーを実施いたしますので是非ご取材の程よろしく

お願いいたします。 

 

１ 開催日時および場所 

 ・日時：令和６年 10 月１日（火） ８時 30 分～ （※８:00 からメディア受付開始） 

 ・場所：青森市役所本庁舎 1 階南側出入口前 ピロティ（青森市中央一丁目 22-５） 

   ※雨天時においても同場所にて実施予定 

 

２ 出席者（予定） 

青森市 市長           西 秀記 様 

日本郵便株式会社常務執行役員東北支社長    小野木 喜惠子 様 

日本郵便株式会社地方創生推進部長       竹中 正博 様 

青森中央郵便局 局長       高橋 芳雄 様 

青森県中部地区連絡会 地区統括局長(青森千富郵便局長)   三橋 功 様 

株式会社インフラプラス 代表取締役社長グループ CEO   中島 誠一郎 様 

総務省 東北総合通信局長       藤田 和重 

 

３ 当日スケジュール 

   ８:00 メディア受付開始 

   ８:30 開会、出席者紹介 

   ８:32 実証概要説明 

   ８:35 主催者挨拶 

   ８:37 祝辞 

   ８:47 テープカット 

   ８:52 出発の見送り 

８:58 閉会 

   ９:00～ 実証のデモンストレーション、質疑応答等 

 

４ ご取材いただける内容（※内容等は変更となる場合がございます。） 

（１）実証事業開始セレモニーの模様       ８:30～９:00 

（２）実証のデモンストレーション、検針機材撮影 ９:00～ 
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５ 実証期間 

  令和６年 10 月 1 日（火）～10 月 31 日（木）、令和７年 1月 15 日（水）～2月 28 日（金） 

 

６ 注意事項およびお願い 

  ・敷地内の駐車場はご利用できません。公共交通機関もしくは近隣の駐車場をご利用いただきます

ようお願いします。 

  ・取材をご希望される方は、会場に直接にお越しください。 

  ・その他、事務局の指示に従いご取材いただきますようお願いいたします。 

 

 

以 上 

 

 

 

 

問合せ先（事務局） 

東京都千代田区大手町一丁目 2 番 1 号 

PwC コンサルティング合同会社 

島田裕美子  080-4802-9388 | yumiko.shimada@pwc.com 

河本 純子  080-3366-1374 | junko.kawamoto@pwc.com 

 



② ③ 

 

 

 

 

                            

 

青森県は、子どものむし歯の有病者率が高く、１２歳児の永久歯の一人あたり平均むし歯数は全国ワー

ストレベルの状況にあります。 

このことから、青森市では、児童生徒のむし歯予防及び健康意識の向上を図るため、市立小・中学校の

小学校１年生から中学校３年生までの児童生徒（希望者）に対し、学校における集団フッ化物洗口を令和

６年１０月から週１回実施します。 

 

フッ化物ってどんなはたらきをするの？ 

① 歯を強くします    

② 口の中のむし歯菌の活動を弱めます 

③ とけた歯をもとに戻す力を助けます 

 

永久歯の生えそろう 15 歳ころまで続けて行うと、特に効果が高いと言われています 

 

フッ化物で洗口ってどんなふうにするの？ 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

フッ化物洗口って安全なの？ 

学校でフッ化物洗口を実施した際に、誤って洗口液を１回分全部飲み込んだとしても問題はありません。

また、フッ化物洗口を長期間継続することにより、フッ素が体に蓄積して害を起こすということもあり 

ません。 

なお、かかりつけの歯科医院でフッ素塗布を実施しているお子さんも問題なく実施することができます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

① 

約 10 ㎖の洗口液を 

口にふくみます 

30 秒～１分間、ブクブク

うがいをします 

洗口液をはき出し、効果を 

低下させないため、30分間は

うがいや飲食を控えます 

子どもたちの健康のため、御家庭での御協力をどうぞよろしくお願いします 

むし歯予防は、学校でのフッ化物洗口だけで安心してはいけません。 

御家庭でも、日頃からていねいな歯磨きを心がける、おやつの摂り方に 

気をつける、よく噛む習慣をつけるなど基礎的なことを心がけてこそ、 

むし歯予防効果は持続されます。 

また、おいしく食事をしたり、会話を楽しんだりするためには、歯と口の 

健康を保つことが欠かせません。歯と口の健康を維持することは、全身の健康を保つうえでも 

重要です。 

＜お問い合わせ先＞ 

青森市教育委員会事務局 学務課学事・保健チーム 

☎ ０１７－７１８－１４０２ 



「書かない窓口」 が

駅前庁舎 と 浪岡庁舎（市民課）で スタートします！

令和６年10月1日より開始

【書かない窓口」とはマイナンバーカード等の本人確認書類(※)を
お持ちいただければ申請書等の記載が⼀部省略できるサービスです。

住⺠票等の証明書を
申請するかた

住⺠異動届を
提出するかた

本人確認をします。
本人確認書類（※）の
提示をお願いします。

本人確認書類の
情報（氏名・住所・
⽣年⽉⽇・性別）を
券面情報読取機器で
読み取り、申請書等
へ自動転記し、申請
書等を作成します。

券面情報読取機器で自動
転記できない項目の記入
と署名をお願いします。

申請書の内容を確認後
署名をお願いします。
券面情報読取機器で自
動転記できない項目を
記入いただきます。

証明書等の
交付・会計

次の窓口へ
お進みください。

本人確認書類（※）
・マイナンバーカード
・運転免許証
・在留カード
・特別永住者証明書
・運転経歴証明書
（平成24年4⽉1⽇以降交付されたもの）

上記のいずれか⼀点で確認します。

対象となる証明書等
証明書等 1

・住⺠票の写し
・⼾籍証明書等
・税証明書
・印鑑登録証明書
（印鑑登録証（あおもり市⺠カード）もご提示ください）
届 出 ２

・住⺠異動届
申請内容によっては、署名以外も記入
いただきます。

申請者の記載負担が
軽減されます！


